
アートと私の美味しい時間
Part 7； The days of wine and arts.

広島県立美術館パートナーズクラブ・プレゼンツ

「京都市美術館名品展」の開催を記念して、京野菜を使った
イタリア料理と旬のワインをお楽しみいただきます。
　「アートと私の美味しい時間」では毎回、視覚だけにとらわれず味覚などの五感でさらにアートを愉しむ、そんな時間を提供

しています。

　7回目を迎える本イベントでは、「京都市美術館名品展」の開催を記念して開催します。これまでは主に地元の酒蔵にご協力

頂いて開催してきた本イベントですが、リピーターのお客さまからの「ワインイベントも開催して！」という根強いご要望にお応

えして、今回は10月30日に解禁となるイタリアのワイン「ノヴェッロ」と京野菜を使ったイタリアンをお楽しみいただくスペシャ

ルバージョンとして開催します。

主　催｜広島県立美術館、乃村工藝社・イズミテクノ美術館活性化共同事業体
協　力｜ゾーナ イタリア イン・チェントロ



開宴
会場｜1階レストラン「ゾーナ イタリア イン・チェントロ」

17:00～

18:30～　

「京都市美術館名品展　うるわしの京都　あこがれの美」
ギャラリートーク：当館主任学芸員　福田浩子
※ギャラリートーク終了後はフリー鑑賞

会場｜3階企画展示室 

受　　付｜16：30 ※受付は、美術館１階ロビー特設受付　レストラン開場｜18：00　（終了予定 20：45頃）　
料　　金｜お１人様 5,800円（税込）
内　　容｜「京都市美術館名品展　うるわしの京都　あこがれの美」チケット
　　　　　ワイン3杯 ※ノヴェッロ（ウマニロンキ／ノヴェッロ・マルケ ジェンマート[赤]）含む
　　　　　ディナー 
　　　　　　　※料理はすべて館内レストラン「ゾーナ イタリア イン・チェントロ」 が提供します。

定　　員｜50名 ※先着順、定員に達しない場合は当日も受け付けます。
申込方法｜お名前・電話番号・参加人数を下記お電話にてお申し込みください。
　　　　　なお、料金は当日精算となります。

　　　　　TEL：082-221-6246 （9：00～17:00）

※ ２０歳未満の方はご参加いただけません。
※ お酒のイベントですので、ご来館は公共交通機関でお越し下さい。（駐車場のご案内はできません）
※ お席は指定席となっております。お人数によってはお合席となりますのでご了承ください。
※ 館内は全て禁煙です。

｜ギャラリートークについて｜
ギャラリートークに参加ご希望の方は美術館1階ロビー特設受付にて受付の上、17時までに3階ロビーへご集合ください。ギャラリートークに参加されない方は18時20分
までに1階レストラン「ゾーナ イタリア イン・チェントロ」にお越しください。受付時に「京都市美術館名品展　うるわしの京都　あこがれの美」チケットをお渡しします。

ノヴェッロについて
ノヴェッロはイタリアの新酒で、毎年解禁日が定められたワイン。今年は10月30日

に解禁を迎えます。解禁日を迎えるワインといえばフランスのヌーヴォーが思い浮

かびますが、今回はイタリアンに合わせてこのノヴェッロをご用意しました。

ヌーヴォーとノヴェッロの違いは、地域限定のヌーヴォーに比べてノヴェッロはイタ

リア全土20州で作られているのです。つまりノヴェッロといっても地域によって味の

選択肢が豊富にあるということ。そのなかで今回ゾーナ イタリア イン・チェントロが

皆さまにご提案するのは「ウマニロンキ／ノヴェッロ・マルケ ジェンマート」（赤）。ス

ミレ色を帯びた輝きのあるルビー色。カルボニック・マセラシオン法の典型的なベ

リー系の果実やリンゴの香り。バランスが取れ、まろやかでフルーティな味わいを

お楽しみただけます。

広島県立美術館パートナーズクラブについて  
広島県立美術館パートナーズクラブは、皆様にステキなお店とお得情報をお届け

します。

広島県立美術館は、名勝「縮景園」や多くのお店に囲まれた市内中心部に位置し、

なかでも周辺には魅力的なレストラン、居酒屋、Barなどが点在しています。広島県

立美術館パートナーズクラブでは、これらの近隣飲食店やお店と提携し、美術館で

アートを楽しんだ後のステキな時間を提供します。また、主催イベント「アートと私

の美味しい時間」を開催し、よりアートを楽しむための方法を提案します。

  

 

  

 
 

ゾーナ イタリア イン・チェントロについて
7月に2周年を迎えた美術館内にある本格イタリアンレストラン。

イタリア直輸入のワインとオリーブオイル、無農薬野菜や世界各国40種類の

塩など、こだわりの食材。季節の移り変わりを楽しめる四季折々の花や草木を

楽しめる縮景園の景色と共にゆったりとした時間をお過ごしいただけます。

京都市美術館は、近現代美術の鑑賞と発表のための西日本最大の舞台のひとつと

して、戦後日本文化の中で大きな役割を果たしてきました。同時に、明治以降の京

都を中心とした多くの美術・工芸品を着実に収集し、今やそのコレクションは日本

近代美術の流れを物語るものとなっています。

今回の展覧会では京都市美術館所蔵の日本画作品から精選した、上村松園《人生

の花》、土田麦僊《平牀》、前田青邨《観画》、菊池契月《散策》など72点の名品を通し

て、明治・大正・昭和にいたる女性像のさまざまな表現と変遷を紹介します。


